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第三者意見 

ＳＲＩファンドへの組み入れ 

ＣＤＰへの参画 

募金ができる自動販売機 
「ハートフルベンダー」を設置 
　平成２１年８月、特定非営利
活動法人ハートフル福祉募
金の運営する自動販売機型
募金箱「ハートフルベンダー」
を、滋賀県内で初めて設置
しました。 
　この自動販売機で飲料を
買うと、飲料メーカーと自動
販売機設置業者から、１本あ
たり２円ずつ、合計４円が「滋
賀県共同募金会」に寄付さ
れる仕組みで、１０円と１００
円の募金ボタンもあること
から、購入者が直接寄付を
することもできます。 
　集めた募金は、滋賀県共
同募金会を通じて、高齢者
福祉や教育支援、災害支援
などに活用されます。 

　ＣＤＰ（カーボン・ディスクロー
ジャー・プロジェクト）は、欧米を中
心とした機関投資家が連携して、
気候変動への戦略や温室効果ガ
ス排出量の公表を各国の企業に要
請することで、企業の気候変動対
策を促そうという国際的なプロジェ
クトです。 
　平成２１年度は、金融機関４７５社
が参加し、約３,７００の企業に情報
の開示を求めました。 
　当行もＣＤＰに参画しており、活
動の普及促進に貢献しています。 

「ＵＮＥＰ金融機関声明」の精神で活動 

オレンジリボン 
キャンペーンを展開 
　子ども虐待防止の「オレ
ンジリボンキャンペーン」
の趣旨に賛同し、しがぎん
グループで児童虐待防止の
啓発活動に取り組みました。 
　これは、１１月の児童虐待
防止推進月間を中心に、オ
レンジリボンを「知る（理解）」、
「考える（関心）」、「動く（参
加）」ことにより、児童虐待
防止につなげていくことを
目的に実施したもので、期
間中は役職員がオレンジリ
ボンを身につけるとともに、
お客さまにも配布。広く地
域の方に知っていただく機
会となりました。 

　国連環境計画（ＵＮＥＰ）が提唱している「環境と持続可能
な発展に関する金融機関声明」に市中銀行で初めて署名（平
成１３年１０月）しています。 
　声明には、①環境破壊を予見し、回避するための予防的な
取り組みを支援する ②エネルギーの節約、資源の再利用に
努める ③環境保全を進める商品・サービスを開発する―な
ど３分野１７項目の環境目標が掲げられています。 
　当行では、「環境経営」を展開し、「金融機関声明」の精神
の実現に努めています。 

　英国の新聞フィナンシャル・タイムズとロンドン証券取引
所の合弁会社であるFTSE社の「FTSE４Good Global Index」
の構成銘柄に６年連続で選ばれています。 
　「FTSE４Good」指数シリーズは、世界で最も注目されて
いるＳＲＩ株価指数の１つで、環境・社会・人権など、世界的に
認められた「企業の社会的責任基準」を満たした企業により構成されています。 
　また、投資信託情報などを提供するモーニングスター株式会社が組成・管理する「モー
ニングスター社会的責任投資（ＳＲＩ）株価指数」の構成銘柄にも７年連続で選ばれて
います。 

NEW！ 

NEW！ 

※掲載の滋賀県の写真は、社団法人・びわこビジターズビューロー様よりご提供いただきました。 

　「我が社のＣＳＲ」という言葉はよく聞きますが、「ＣＳＲのしがぎん」という表現に、ＣＳＲ経営への覚悟と自負

を感じます。その核になっているのが、1999年に打ち出した「クリーンバンクしがぎん」構想の具現化であり、

昨年金融業界初の認定を受けた「エコ・ファースト企業」への進化でしょう。「カーボンオフセット定期預金『未

来の種』」と「事業者向け環境配慮型融資『未来の芽』」の取り扱いを開始するなど、常に“金融機関初の”

という枕詞がつくほどの先駆的な取り組みに、次代を見据え時代をリードする、「環境を主軸としたＣＳＲ経営」

がダイナミックに展開されていることを実感します。 

　来年には、生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が愛知・名古屋で開催されることが決定し、今年８

月には「生物多様性民間参画ガイドライン」が環境省から発表されました。「事業活動と生物多様性との関わり（恵

みと影響）を把握するよう努め、生物多様性に配慮した事業活動を行う」ことを挙げています。このように、企業に

対し、新たなテーマへの取り組みに次 と々期待が寄せられていますが、“しがぎん”では、早くから生物多様性保

全・排出量取引・気候変動への取り組みに着手しておられます。トップメッセージにもありますように、さらに、新たな

「環境価値創造」に向け、エコビジネスを生み出す牽引力としての期待もますます増大していますが、“エコをビジ

ネスに”というキャッチフレーズが安易に横行し始めている今こそ、環境先進企業として、真の環境経営の範を示

していただきたいと思います。 

　そうした中で、「地域社会・役職員・地球環境」との共存共栄の実現を担う主体は役職員です。また、これ

はそれぞれが有機的に絡み合いながら進化していくものです。地域社会への参加、役職員同士の横断的な

コミュニケーションなどがもう少し明確に可視化できると、共存共栄にもっと厚みと広がりが出てくるのではない

でしょうか。そのために、レポートも報告としての機能に留めるのではなく、双方向のコミュニケーションツールと

しての役割を持たせてはいかがでしょう。職員同士の意見交換や、お客さまや取引先の人たちの感想や要望

なども交えると、それがさらなる議論を起こし、新たな発想を生み出すチャンスにもつながると思います。 

　環境経営を柱にしたＣＳＲ経営は、役職員の誇り、地域の活力、地球の元気を創りだすための大いなるチャ

レンジに他ならないことを強く感じます。そのメッセージがさらに強く広く社会に届き、持続可能な社会の実現

のために資する企業としてのますますの発展を期待しています。 

公益社団法人日本フィランソロピー協会　理事長 

高橋 陽子 

たかはし・ようこ 
1973年 津田塾大学学芸学部国際関係学科卒業。高校教師を経て、85年上智大学カウンセリ
ング研究所専門カウンセラー養成課程修了、専門カウンセラーの認定を受ける。85年～91年関
東学院中学・高校心理カウンセラーとして生徒、教師、父母のカウンセリングに従事。91年より日
本フィランソロピー協会。事務局長・常務理事を経て2001年より理事長。 

　ＣＳＲリポートの発行も９回目を迎えました。制作にあたり、大切にしたことは“しがぎん”らしさであり、地域の皆さまに楽しみながら読み進めていた
だける冊子をめざしました。 
　冒頭のトップメッセージにもありますように、私たちは「金融危機」と「地球温暖化」という２つの危機に直面しています。常に一歩、二歩先の未来
を見据えながら、ピンチをチャンスに変えて、本業である「金融」機能を活かした商品展開・サービスの提供により、地域の皆さまと歩みを進めていき
たい、そのような思いで今後もＣＳＲ活動を展開してまいります。 
　皆さまの忌憚のないご意見、ご提案をお待ちしております。 
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